
学級活動 学習指導案 

尾道市立原田中学校 

指導者 豊田 香織 

 

１ 期   間  平成１９年１２月１２日（水）～１２月１３日（木） 

 

２ 学 年 ・ 組  第３学年１組（１５名）  

 

３ 題 材 名  「将来の生き方を考える上で必要なことは？」    

      ［Ａ（３）学業生活の充実，将来の生き方と進路の適切な選択に関すること］ 

 

４ 題材設定の理由 

 ○ 題材観 

   本題材は，中学校学習指導要領特別活動編の内容Ａ（３）「学業生活の充実，将来の生き方と進路の適

切な選択に関すること。」に関する活動内容「進路適性の吟味と進路情報の活用，望ましい職業観・勤労

観の形成，主体的な進路の選択と将来設計」について取り扱ったものである。文部科学省（平成１６年）

の『キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議報告書』では，主体的な進路選択力や将来

設計能力を育成するには，「社会の仕組みや経済社会の構造とその働きについての基本的理解」が必要で

あり，それらを促すために，労働者としての権利や義務，相談機関等に関する情報等キャリアの積み上

げに必要な最低限の知識を習得させなければならないと示されている。 

経済構造の変化や雇用形態の多様化等を背景に，非正規雇用の増大等若者の進学・就職を巡る環境が

大きく変化する一方，社会的な自立を果たしていくことが困難な状況にある若者の問題がクローズアッ

プされている。生徒が将来，社会の様々な変化に柔軟に対応し，自分の意志と責任で主体的に生きてい

くためには，自己の個性や適性を自覚し，自分たちを取り巻く環境や社会の現実に関する的確な情報理

解が必要となる。本題材では，自らの立場を労働者の立場に置いて考えさせながら，労働者にとって必

要な勤労の権利と義務及び労働者の権利を守る労働法や相談機関等について理解を深める学習を展開

する。本題材での学習は，将来，生徒が職業生活において不利益な扱いや不当な差別を受けないように

するための必要不可欠な学習内容であるとともに，困難な状況から立ち直るための知識の習得を図る上

で，意義のあるものと考える。 

○ 生徒観 

   所属校においては，勤労観・職業観をはぐくむ学習プログラムに基づいて学校の教育活動全体を通じ

てキャリア教育を推進している。総合的な学習の時間において展開している地域の特性を生かしたアン

トレプレナーシップ教育では，職業の三要素について，体験を通して学んでいる。本学級の生徒は，生

徒会役員をはじめ，アントレプレナーシップ教育での会社役員など全員が役割を持って活動している。 

活動においては，個々人が自己 

の果たすべき役割と意義を自覚 

し，責任を持って行動する中で 

勤労の意義について考えるとと 

もに，活動の成果については， 

地域に発信している。 

社会科公民的分野において， 

社会生活における職業の意義と 

役割及び雇用と労働条件の改善 

等についての学習が取り扱われ 

ているが，本学級の生徒は，既 

に社会権の節で，勤労の権利や 

労働基本権について学習してい 

る。しかし，単なる知識の習得 

にとどまっており，勤労の権利 

労働法について知っていることが将来、社会で生きていく
うえで、自分の身を守る力になることを知っている

0 4 8 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

労働者の権利や労働法について関心がありますか。

0 9 4

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とてもそう思う まあまあ あまり 全く



や労働法に関する知識が，自分 

たちの将来の生活を保障してく 

れる知識であるという認識はで 

きておらず，将来のキャリア形 

成と関連付けて捉えるまでには 

至っていない。 

また，進路指導においても， 

急速に変化する社会の現実を踏 

まえながら将来の生き方につい 

て考えさせる取組みは不十分で 

あったため，アンケート結果に 

見られるように，将来設計を行 

う際に，社会や経済の動向につ 

いての情報理解が重要であると 

いう意識は低い。 

○ 指導観    

  指導にあたっては，社会科公民的分野で習得した知識を基に，現実の具体的な事例に即して自己の生

き方を考えさせることにより，将来設計を行う際に社会や経済の動向についての情報理解が必要である

ことを理解させたい。具体的には，新聞記事で取り上げられたタイムリーな労働に関する記事や総合労

働相談コーナー等での相談内容を参考に作成した事例を通して考えさせる中で，労働基準法，最低賃金

法，男女雇用機会均等法等の労働法に関する基礎的な知識が，将来の職業生活において，自らを守る最

低限の知識であることを理解させたい。労働問題は，健康被害や人権侵害に及ぶため，深刻なテーマで

あるが，その状況についてはあまり深入りせず，将来自分たちが不利な状況に陥った際の相談機関に関

する知識の習得に焦点を当てたい。その際，生徒が興味を持って学習に取り組めるよう，クイズを取り

入れたり，グラフなどを提示して分かりやすい授業展開を工夫する。また，個人で様々な事例について

考えさせた後で，グループやクラスで意見交流を行い，多様な考えに触れさせることにより，思考を深

化させたい。 

自己の生き方を考えさせる資料については，大学や高等学校，職業安定行政等で実施されている就職

ガイダンス等の取組み例を参考に中学生の発達段階に応じた内容に組み替えて用いることとする。また，

失業や転職などのキャリア転機を中学生にとって身近な問題として捉えさせ，労働者の立場で自己の生

き方を考えさせるために，まず，１５年後の自分の理想の生活について考え発表することにより，働く

自分の姿をイメージさせたい。 

    

４ 題材の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断 表現・技能 知識・理解 

自分を取り巻く社会

の変化に関心を持つと

ともに，自己と社会との

関連の中で自分の将来

の生き方について考え

ようとしている。 

自分の将来に希望を

持ち，その実現に向けて

将来設計を立てる中で，

自己の生き方について

考えている。 

 

様々な事例に関して，

自分たちはどう対処す

べきなのか考え，建設的

な意見を出すことがで

きる。 

 

社会変化に伴う雇用

情勢の変化やキャリア

の積み上げに必要な最

低限の知識について理

解している。 

 

５ 題材のねらい 

○ 自分の将来設計や進路選択を行う上で，社会や経済の動向についての的確な情報理解が必要であ 

ることを理解する。 

 

 

 

 

 

自分の将来の生き方や職業（進路）を選択する上で、
どんなことを基に考えて判断することが必要だと思いますか。

3

10

0

9

10

3

10

4

0

0

3

0

0

0

0

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社会貢献

自己実現

社会理解

自己理解

とてもそう思う まあまあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない



６ 指導と評価の計画 

学習内容 
評 価 

関 考 表 知 評価規準 評価方法 

第１時 

社会や経済の動向 

について知る 

◎  

 

  

 

 

○ 

自分を取り巻く社会の変化に関心を持つ

とともに，自己と社会との関連の中で自分の

将来の生き方について考えようとしている。 

社会変化に伴う雇用情勢の変化やキャリ

アの積み上げに必要な最低限の知識につい

て理解している。 

振り返りシート

観察法 

第２時 

労働者の権利や義

務，相談機関等につ

いて理解する 

 

 

 ◎  

 

 

○ 

様々な事例に関して，自分たちはどう対処

すべきなのか考え，建設的な意見を出すこと

ができる。 

 社会変化に伴う雇用情勢の変化やキャリ

アの積み上げに必要な最低限の知識につい

て理解している。 

振り返りシート

観察法 

 

第３時 

将来の職業生活に

おいて，予期せぬ出来

事が起こった場合，自

分ならどうするか考

える。 

 ◎ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 自分の将来に希望を持ち，その実現に向け

て将来設計を立てる中で，自己の生き方につ

いて考えている。 

様々な事例に関して，自分たちはどう対処

すべきなのか考え，建設的な意見を出すこと

ができる。 

ワークシート 

振り返りシート

観察法 

 

７ 学習過程 

（１）第１時  

① 本時のねらい 

  自分の将来の生き方や進路を選択する上で，何が必要なのか考えることを通して，社会や経済の動向

等への関心を高める。   

② 本時の評価規準 

◎ 自分を取り巻く社会の変化に関心を持つとともに，自己と社会との関連の中で自分の将来の生き方

について考えようとしている。 

 ○ 社会変化に伴う雇用情勢の変化やキャリアの積み上げに必要な最低限の知識について理解してい

る。 

③ 準備物 

   パワーポイント，キーワードカード，振り返りシート 

④ 学習過程                                              

 学習活動 指導上の留意点と支援 評価規準と評価方法 

導 

 

入 

○ 「１５年後の私」をイメー

ジする。 

○ イメージした自分像をペ

アで交流し合う。 

○ 生き方について考えるこ

との大切さを確認する。 

○ 自分の将来をイメージさせること

で，目標とする生き方を再確認させる。

 

○ 進路を考えることは不安なことでは

あるが，自分の夢を実現するための一

歩となることを伝える。 

 

 

展 

 

開 

○ 自分たちが社会人となっ

ている１５年後の社会は，ど

んな社会か考える。 

○ クイズに答えながら，社会

や経済の動向や雇用情勢に

ついて理解する。 

 

 

 

○ ２１世紀の社会を表すキーワードを

もとに考えさせる。 

 

○ フリーターと正社員を比較しなが

ら，非正規雇用者の置かれている厳し

い現状に気付かせる。 

○ 若年者の早期離職などのミスマッチ

は，仕事理解が不十分なことが主な原

因であることを伝える。 

 

 

 

○ 社会変化に伴う雇用

情勢の変化やキャリア

の積み上げに必要な最

低限の知識について理

解している。【知識・理

解】（振り返りシート）



ま 

と 

め 

○ 自分の将来の生き方を考

える上で何が必要か考える。 

 

 

○ 記入したことを発表し合

う。 

○ 進学においても，不十分な情報に基

づく進路選択は，中途退学などのミス

マッチを引き起こす原因になることに

気付かせる。 

○ 職業選択は生き方の選択である。変

化の激しい社会において，自分の生き

方を選択する際には，社会や経済の動

向に目を向け，的確な情報理解が必要

であることを伝える。 

○ 自分を取り巻く社会

の変化に関心を持つと

ともに，自己と社会と

の関連の中で自分の将

来の生き方について考

えようとしている。

【関心・意欲・態度】

（観察法，振り返りシ

ート） 

 

（２）第２時 

 ① 本時のねらい 

  労働法に関する知識が，将来の職業生活において自分の身を守るための知識であることを理解する。   

② 本時の評価規準 

◎ 様々な事例に関して，自分たちはどう対処すべきなのか考え，建設的な意見を出すことができる。 

 ○ 社会変化に伴う雇用情勢の変化やキャリアの積み上げに必要な最低限の知識について理解してい

る。 

③ 準備物 

   パワーポイント，ワークシート，労働法に関する資料，振り返りシート 

④ 学習過程                              

 学習活動 指導上の留意点と支援 評価規準と評価方法 

導 

入 

○ 変化の激しい社会の中で

どう生きていけばよいか考

える。 

  

 

展 

 

開 

○ クイズに答えながら労働

者の権利について学ぶ。 

・ 広告にある違反は何？ 

・ １８才未満の労働につい 

 て 

・ アルバイトでも年休が取 

 れる？ 

・ アルバイト先で，物を壊し

たら弁償しなければいけな

いか？ 

・ 残業手当はいくら？ 

・ 明日から来なくていいと 

言われたら？ 

○ 本時で学習したことを，

将来の職業生活にどう生か

していきたいか考える。 

○ 記入したことを発表し合

う。 

 

○ グループで話し合った後で，発表さ

せる。 

○ 労働基準法，最低賃金法，男女雇用

機会均等法等について資料をもとに説

明する。 

○ 労働者の権利を守る労働法の根本

は，憲法が保障する基本的人権保護の

精神であることを押さえる。 

 

 

 

 

 

○ 先行き不透明な社会において，労働

法に関する知識は，自分を守る知識と

なることに気付かせる。 

 

○ 様々な事例に関し

て，自分たちはどう対

処すべきなのか考え，

建設的な意見を出すこ

とができる。【表現・技

能】（観察法） 

 

 

 

 

 

 

 

○ 社会変化に伴う雇用

情勢の変化やキャリア

の積み上げに必要な最

低限の知識について理

解している。【知識・理

解】（振り返りシート）

ま

と

め 

○ 課題の説明を聞く。 

「１５年後の私」を想像し，

仕事面，家庭面，趣味面など

について具体的に書く。 

○ 仕事，家庭，趣味など何に価値をお

いて生きるか考えさせる。 

○ 自分の生き方，在り方について考え

たことをまとめて書かせることで，イ

メージを明確化させる。 

 

 

 

 



（３）第３時 

① 本時のねらい 

  ○ キャリア形成支援のための相談機関について知ることにより，将来の理想とする生き方を実現する 

ために自分はどう行動していけばいいのか考える。  

② 本時の評価規準 

◎ 自分の将来に希望を持ち，その実現に向けて将来設計を立てる中で，自己の生き方について考えて 

いる。 

○ 様々な事例に関して，自分たちはどう対処すべきなのか考え，建設的な意見を出すことができる。 

 ③ 準備物 

   パワーポイント，ワークシート，相談機関に関する資料とＤＶＤ，キーワードカード，振り返りシー 

ト  

④ 学習過程     

 学習活動 指導上の留意点と支援 評価規準と評価方法 

 

導 

 

 

入 

○ 「１５年後の私」について

ペアで交流し合う。 

○ 「１５年後の私」の発表を

行う。 

○ 励ましのメッセージを交

換する。 

○ まず，教員自身の１５年後について

発表する。 

○ 自分の意見を分かりやすく伝えるこ

とや，相手の話を傾聴するなど，かか

わる際のルールを確認させる。 

 

○ 自分の将来に希望を

持ち，その実現に向け

て将来設計を立てる中

で，自己の生き方につ

いて考えている。【思

考・判断】（ワークシー

ト） 

 

 

展 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自分たちがイメージした

１５年後の生活の中で，突然

予期せぬ出来事が起こった

場合，どうするか考える。 

・ 突然会社が倒産して失業 

 した場合 

・ 仕事で怪我をして働けな 

くなった場合 

・ 職場でいじめにあって， 

働く自信が持てなくなった

場合 

・ 新しい資格を取得して転 

職したいとき 

○ 労働者の生活を保障する

相談機関について理解する。 

 

 

 

 

○ 前時で配付した資料をもとに個人で

考えさせた後で，グループ討議を行わ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ＤＶＤや資料などを用いて，どんな

場合にどの相談機関に問い合わせばい

いのかわかりやすく紹介する。 

○ 失敗しても，立ち直るためのシステ

ムや悩んだ時の相談機関があることを

伝える。 

○ 様々な事例に関し

て，自分たちはどう対

処すべきなのか考え，

建設的な意見を出すこ

とができる。【表現・技

能】（観察法，ワークシ

ート） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ま

と

め 

 

○ 今までの学習を通して，

今後の自分の進路を考えて

いく上で必要なことは何か

考える。 

○ 本単元で学習したことを

振り返り，次への課題を認識

する。 

○ 人生は選択の連続である。中学校卒

業時だけでなく，生涯にわたり，自分

の生き方について考え，主体的に進路

を選択していかなければならない。そ

の際，社会や経済の動向について積極

的に情報を収集することが必要である

ことを伝える。 

○ 自分の将来に希望を

持ち，その実現に向け

て将来設計を立てる中

で，自己の生き方につ

いて考えている。【思

考・判断】（振り返りシ

ート） 

 

 


